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１ はじめに 

 大学入学後，学びのパラダイムは転換すると考えら

れ，学生の学びを転換するために，大学教育は重要な

役割を担っている。とりわけ，歯科医学教育分野にお

いては，専門基礎科目と専門科目との接続，専門知識

の臨床への応用など，重要な課題が残っている。昨今

の歯科医学を取り巻く環境の変化に呼応して，歯科医

師養成の目標や過程が見直されてきている 1)。 

 一般に，教育の現場においては，学修者の深い理解

と思考力・判断力・表現力を育成するために，記述式

試験問題を出題することが推奨される。ところが，記

述式試験の採点作業において，量的かつ質的な負荷が

教員に加わることから，記述試験問題の出題が敬遠さ

れ，学修者の深い理解と思考力・判断力・表現力の育

成が後回しにされることが少なくない。 

 文部科学省は，平成29年7月13日に「大学入学テ

スト実施方針」を取りまとめ，その中で，大学入試セ

ンター試験に代わるテストとして平成32年度から「大

学入学共通テスト」を実施すること，マークシート式

問題における知識の深い理解と思考力・判断力・表現

力を重視した作問への見直し，記述式問題の導入，英

語４技能評価にかかる民間の資格・検定試験の活用な

どを示した 2)。 

 現在，大学入試テスト委員会等が進めている試行調

査（プレテスト）でも判明しているとおり，記述式問

題の解答を採点するコスト，受験者の自己採点と実際

の結果との開き等が問題視されている。 

 このように，記述式問題採点作業の負担軽減，記述

式問題の採点コストの削減，採点基準の定式化などを

目指した，記述式試験に対応した採点処理システム開

発は，緊急の課題である。 

 本研究では，記述式問題の採点処理を e-Learning

システムへと組み込むため，想定される解答を4パタ

ーンに分類し，これらを自然言語処理的なアプローチ

等を用いることによって採点の半自動化を図った。解

答群の類似度を比較したところ，記述式試験に対応し

た採点処理システムに資する有意義な知見が得られた。

これらについて報告する。 

 

２ 自由記述形式への e-Learningシステム対応 

 「大学入学共通テスト」は，新たな試験体制として，

既存のマークシート形式，英語4技能評価にかかる民

間の資格・検定試験の活用，記述式問題の導入を謳っ

ており，e-Learningのシステム対応としては，既存の

仕組みが利用可能な前者2つと異なり，自由記述を評

価する必要のある記述式問題への対応が新たに必要と

なる。 

 記述式問題の解答パターンとして，次の4パターン

を想定した。 

・単語解 … 1単語にて構成される解答。 

・短文解 … 80〜120文字程度，2センテンス以内で

構成される解答。規準としては第２回「大学入学共

通テスト」プレテストで設定された最大文字数まで

とし，長文解については考慮しないものとする。 

・数値解 … １数値にて構成される解答。単位設定ま

で設問に指示されているものとする。 

・数式解 … 数式で構成される解答。 

想定した4パターンに対して，それぞれに対しての対

応方法を検討した。 

・単語解 → 解答として用意されている複数の単語に

ついてシソーラスを参照し，設定された階層内に含

まれる単語を取得し，重み付けを設定した上で，こ

れとマッチングする。 

・短文解 3-5) → 形態素解析，文章マッチング解析。 

・数値解 → 単純な完全一致。 

・数式解 → 青木らによって開発・運用が進められて

いる e-LeaningシステムWebStudyなどで用いら

れている6) 数式処理ソフトウェアMathematicaが

提供する標準型への還元処理を利用する。 

 

３ 解答の類似度比較の結果 

 今回，「炎症」を短文で説明する問いを設定し，その
——————————————————————————————————————————————————————— 

A：金沢工業大学 

B：大阪歯科大学 



問いに対する正答例として，次の3通りの正答を準備

した。 

 

正答A：炎症とは，生体が微生物の侵入や物理的・化

学的刺激などを受けて，5大徴候として発熱（熱感）・

発赤（赤くなる）・腫脹（はれる）・疼痛（いたみ）

などからの症状を呈し，局所に機能障害を起こすこ

とである。 

 

正答B：炎症とは，生体の恒常性を構成する解剖生理

学的反応の一つであり，恒常性を正常に維持する非

特異的防御機構の一因である。生体に，これらの異

常が生じると 5 大徴候として，発赤，発熱，腫脹 ，

疼痛，機能障害を特徴とする。 

 

正答C：炎症は，発赤，はれ，熱，痛みを4特徴とす

る病変であり，機能障害がつけ加えられて 5 つの徴

候を表わすものが炎症の 5 大徴候である。炎症は物

理的・化学的外力や微生物など，なんらかの刺激に

対して生体組織の示す一種の防衛反応とされている。 

 

 また，誤答例として，次の誤答を作成した。 

 

誤答：炎症についてはよく分からないが，私はオレジ

とリンゴではリンゴが好きだ。特に青森産のリンゴ

が好きだ。私は以前は青森に住んでいたが，今は東

京に住んでいる。 

 

 これらの文章間の類似度比較をした。その結果を表

１に示す。文章間の類似度としては cosine距離を利用

している。また，文章のベクターデータへの変換は形

態素解析を用いて品詞へと分解した後，名詞情報に対

してTF-IDF値を算出した７)。 

 

表１ 文章間の類似度比較 

文章比較パターン 類似度 [%] 

  誤答  vs. 正答A    0.948％ 

  誤答  vs. 正答B    0.667% 

  誤答  vs. 正答C    2.43% 

正答A  vs. 正答B   26.2% 

正答A  vs. 正答C   40.8% 

正答B  vs. 正答C   23.1% 

 誤答と正答3つとの比較結果と，正答間での比較結

果との間で，1～2桁程度の差が得られた。なお，値が

高いほど類似したものと判断される。 

 

４ 考察と展望 

 表１の結果から，今回開発したシステムを用いるこ

とで，記述式試験問題に対応した採点処理が十分に可

能であることが示唆された。今回TF-IDF値の算出の

際，IDFは正答も回答も合わせて算出したが，これを

分割するなどによって本手法の拡張性を活かした判定

精度の向上が見込まれる。 

 短文解について，現行では「解答例＋解答規準」と

いう形式になっており，「解答規準」についても併せて

チェックする必要がある。「解答規準」は，今後，大き

く変わっていく可能性もある。また，現在の「解答規

準」仕様のみをトレースするのでなく，「e-Learning

のシステムとして自由記述対応するならば」といった

姿勢でシステム開発する方が妥当であると考えられる。 

 今後，規準として，たとえば非正解例の追加などが

考えられ，それらを想定してシステム構築を進めてい

く予定である。 
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